
東京真田町の会　第25回総会と懇親会のご案内
春たけなわの今日この頃、皆様にはお健やかにお過ごしのことと存じます。東京真田町の会

の運営につきましては、いつもご協力を賜わりまして、誠にありがとうございます。

さて、恒例の集い「第25回総会と懇親会」を下記により開催することになりました。創立
25周年の祝賀を兼ねて、盛大に開催したく存じます。ふるさとからも多数のご来賓をお迎え

し、またアトラクションとして、真田幸村大河ドラマ化を歌で応援しておられる歌手岩田美智

子さんをお招きし、大いに盛り上がっていただく計画でございます。会員の皆様には公私共に
ご多忙の中を大変恐縮に存じますが、万障お繰り合わせのうえご出席くださいますようお願い

申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　山　口　元　彦

記

期　　日

会　　場

受　　付

総　　会

懇親会・ア

懇親会費

平成24年5月20日（日）

アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25
’駄　03－3261－9921

11時30分より

12時～12時40分

トラクション

13時00分～15時30分

7，000円

年会費　　1，000円

＊　準備の都合上、出欠のご連絡は同封のハガキ

で4月　20日までにお顔いします。また、締

切後でも出席ご希望の方は、ハガキか電話で
ご連絡の上ご出席下さい。

※　御参加申込後、欠席に変更の方は速やかに御

連絡下さい。

※　お問合せ・ご連絡は下記へお願いします。

会　長　　山口　元彦　取　03－5215－1511

事務局　　鈴木　邦子’駄　03－5960－6969

総会担当　飯島慶三郎　取　0吸2－21－8594

※　交　通（次の各駅から徒歩約2分）

営団有楽町線・南北線市ヶ谷駅A卜1出口

都営新宿線市ヶ谷駅A1－1A4出口

JR中央総武線市ヶ谷駅

アルカディア市ヶ谷（私学会館）



平成24年の真田地域自治会長さんを紹介します。
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今
年
も
十
月
下
旬
の
計
画
で
す
。

○
　
期
日
一
〇
月
二
八
日
～
二
九
日

○
　
行
先
・
バ
ス
な
ど
　
観
光
バ
ス
に
よ

る
一
泊
旅
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
堀
内
　
幸
　
担
当

理
事
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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〇
四
五
・
七
七
三
・
六
七
三
三

親
睦
マ
レ
ッ
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ゴ
ル
フ
大
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マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
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も

〝
高
藤
園
野
火
止
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
〟
で
五
月
三
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（
木
）
に
例
年
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の
内
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で
開
催
致
し
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す
。
集
合
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午
前

九
時
三
十
分
・
武
蔵
野
線
『
新
座
駅
』
で

お
願
い
致
し
ま
す
。
参
加
費
は
千
円
で
す
。

ご
出
場
の
皆
様
に
は
担
当
理
事
か
ら

ご
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。
お
申
し
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
の
担
当
理
事

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。記

申
込
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原
啓
治
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当
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事
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－
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－
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三
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春
季
合
同
ゴ
ル
フ
大
会
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の
真
田
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の
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、
上
田
会
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同
ゴ
ル
フ
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ン
ペ
は
春
一
番
が
待
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遠
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催
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光
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ー
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し
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ま
し
た
。

W
ペ
リ
ア
方
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争
わ
れ
た
順
位
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は
幸
運
を
射
止
め
た
横
沢
義
雄
氏
が
一
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、
二
位
に
堀
内
　
政
氏
、
三
位
は
伊
東

紀
男
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で
、
ベ
ス
グ
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は
実
力
を
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揮
し

た
堀
内
　
政
氏
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ま
た
ブ
ー
ビ
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賞
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メ
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す
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当
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出
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秋
季
ゴ
ル
フ
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旬
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上
田
会
と

の
合
同
コ
ン
ペ
と
し
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開
催
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予
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で
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ゴ
ル
フ
同
好
会
員
の
皆
様
に
は
開
催

一
ケ
月
前
頃
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
員
の
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出
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も
お
待
ち
し
て
お
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ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
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次
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担
当
理
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で
お
廉
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し
ま
す
。
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広
報
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域
自
治
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ン
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だ
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ク
ナ
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平
成
二
十
四
年
成
人
式
開
催

一
月
八
日
、
上
田
市
成
人
式
が
市
内
七

会
場
で
開
催
さ
れ
、
平
成
三
年
四
月
二
日

か
ら
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
成
人
一
、
五
七
一
人
の
う
ち
一
、
二
三

六
人
（
七
八
、
七
％
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を

喜
ん
だ
り
、
写
真
を
振
り
合
う
新
成
人
の

姿
が
見
ら
れ
、
市
、
市
教
育
委
員
会
、
成

人
式
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
式
典
は
、

式
辞
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
代
表
者
の
誓
い
の
言
葉
な
ど
が
、

実
行
委
員
の
司
会
で
滞
り
な
く
進
行
。
新

成
人
た
ち
が
、
新
た
な
誓
い
を
胸
に
、
成

人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
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真
田
地
域
で
は
二
〇
人
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新
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を
迎
え
真
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会
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の
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t
〇
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が
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し
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。

（
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貢
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掲
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写
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田

会
場
の
ス
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プ
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す
）
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上段右から

棄行憂■丘で司会の

白井秀太ギさん（竹1）

司会の最井理乃さんロコ♯沢）

と実行委■の昔せん

平穏な日々の幸せや周り

の人たちの大切さを実感し

た大書災。新成人一人ひと

りが現状を見つめ、前を向

き思いやりを持ち社会に力

を発揮して行きたい。

書いの言葉から　成人者代

表　石井梨乃さん（出早）

由ふるさと真田を胸に

1月8日に開催された平成24年上田市成人式真田会場は懐

かしい友や恩師との再会を書ぶ新成人の姿が見られました，

今年、真田地域では110人が新成人を迎え100人が出席し

た式典では、恩師から譲られる中学時代のエピソードに互

いに顔を見合わせて笑いあうなど楽しいひと時を過ごし、

ふるさと真田を胸に新たな一歩を踏み出しました。

a生のふるさと便り”をお楽しみ下さい。http：／／▼▼▼．City．ueda．magano．jpで上田市の肝を開き、

叩左側の総合案内のr広軌をクリックし、広報うえだや地域自治センターだよりrさなだ」の項に進
むとそのバックナンバーを見ることができ、ふるさとの動きをリアルタイムでごI凱ヽただけます。

今回のおすすめは広報うえだNo141（平成24年2．1）の上田城の歴史シリーズVol・3で・若き日になじ
んだ懐かしい城跡公園やお濠を走っていた、今は見ることができない東北線の電車、デートの帰り？！
（半世紀も昔のことですが…）に利用した公国前駅などが紹介されています。また上田城跡公国や真田宰
相の人気が高まり、若い女性の観光客が激増している様子も紹介されています。

お堀に電車が適った
一二の丸橋の下にプラットホームが一

秋に見事な紅葉で私たちを発しませてくれる上円城跡のケヤキ並木。ここは元々二の丸の

堀だったところで，昭利2年に真田方面

行きの電車の線路（上田温泉竃軌㈱北東

線）が敷設されました。二の丸橋が現在

のコンクリート樵になったのもこの時で

す。

＿二の丸臆のすぐ下には、公会堂下駅（昭

和23年に公園前駅と改称）があり、現在

でもプラットホームが残っています。蝕

人駅だったものの、花見の時期やイベン

トの際には乗降客が多かったようです。

屯中は昭和47年に廃1Lとなり、昭和弘年

にケヤキ並木遊歩道が完成しました。 堀の中を走る電車
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新会員ご紹介のお廉い

会員の皆様にはいつも会の運営にご協力を頂き誠に有難うございます。会員相互の出会いと親睦、
ふるさと真田町との交流の親密化を目的に誕生した東京真田町の会も、二十五年の歴史を刻み先輩

役員のご努力、会員の皆様のご協力、そしてふるさと真田町・上田市のご支援により一人前の同郷
会に成長しつつあり、誠にご同慶の至りでございます。

東京真田町の会が更に充実し、発展し続けるためには会員の増加が何にもまして重要と思われま
す。皆様の友人、知人のなかに東京真田町の会の会員に推薦できる方が居られましたら、会長また

は役員まで是非ご一報頂きたく、宜しくお願い申し上げます。

連絡先　山口　元彦　〒184－0012東京都小金井市中町2－19－6　TelO3－5215－1511（Fax－1512）

年会費納入のお廉い

平成22～23年度の年会費各1，000円を未納の方は、郵便振替（口座番号：00110－卜255577、加入

者名：東京真田町の会）にてお振込み下さい。振込み料は無料です。よろしくお願い致します。

会報「日本ダボス」第25号発行についてのお廉い

「東京真田町の会」会員の皆様には平素より会の運営に多大なご協力を頂き厚く、お礼申し上げ

ます。

今年も日本ダボス第25号を12月末に発行すべく準備を進めております。日本ダボスは、会員の

皆様全員と真田町地域約3，8的戸に送られます。東京真田町の会会員にはもちろん、ふるさと真田
町地域にも会員の皆様方のご活躍ぶりをお伝えする良い機会です。

毎年のことで恐縮でございますが「掲載記事の寄稿・投稿」、「ふるさとの思い出のスポットの写
真の提供」と「広告の掲載」にご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。寄稿・投稿は武捨

衛人理事、広告は飯島慶三郎副会長が担当しております。宜しくお顔い致します。

日本ダボス第25号の掲載原稿・広告の締切りは10月30日です。

☆寄稿・投稿の原稿は2，400字以内で、顔写真と共にメールに添付するか郵便で次の担当理事ま
でお送り下さい。また、総会の出欠連絡用ハガキの近況柵の記事も「日本ダボス」に掲載致し

ます。　　　　　郵便番号　359－1145　　埼玉県所沢市山口50朝、39－5－405　武捨衛人

Tel／Fax O4－2949－4776、E－Mail musya＠nifty．com

☆　広告原稿は次の広報担当理事までお送り下さい。広告代のお支払いは会報発行時に請求書と振

込み用紙をお送り致しますので御利用下さしも
広告料　　　　名刺　　　　　　タテ　3．5cm Xヨコ7．5cm

l／3頁　　　　　　タテ　7．5cm　×ヨコ17．5cm

l／2頁　　　　　タテ11．0cm Xヨコ17．5cm

l頁　　　　　　タテ23．0cm Xヨコ17．5cm

郵便番号　359－1145　　埼玉県所沢市山口50朝、39－5一朝5　武捨衛人

Tel／Fax O4－2949－4776、E－Mail musya＠nifty．com

10，000円

30，000円

50，000円

100，000円

し　ら　か　ば　通　信（平成別年3月31日発行

発　行　　東京真田町の会 会長　山　口　元　彦

〒184－0012東京都小金井市中町2－19－6

TEL（FA‡）03－5215－1511（1512）

TEL03－5960－6969

TEL・FAX O4－2949－4776

TEL O3－5485－0866
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